
教育庁関連情報一覧（平成３０年１月２７日～平成３０年３月９日）

１

宮城県美術館フォーラムを開催しました。

（ 担当課：生涯学習課 ）

宮城県美術館のリニューアル事業について，県民の皆様にＰＲするため，宮城県美術館フォーラ

ム「リニューアルってなんだろう？ 美術館の新しい一歩を考える」を開催しました。

【概 要】

□ 期 日 平成３０年１月２７日（土）

１０：１５から１２：１５まで

□ 場 所 宮城県美術館 講堂

□ 参加者 ８９名

□ 内 容

◇事例紹介

塩田 純一 氏 （新潟市美術館長）

杉野 秀樹 氏 （富山県美術館副館長）

◇県からの情報提供 宮城県美術館リニューアル基本方針（中間案）について

◇パネルディスカッション

コーディネーター: 杉野 秀樹 氏

パネリスト:塩田 純一 氏

濱田 淑子 氏 （宮城県美術館利用者・宮城県美術館リニューアル基本方針策定検討会議委員）

横山 美喜子 氏（東北生活文化大学短期大学部准教授）

有川 幾夫 宮城県美術館長

２

「生涯学習フォーラム ～学びと実践の循環が地域をつくる～」を開催しました。

（ 担当課：生涯学習課 ）

学び合いの成果を社会に還元する「学びと実践の循環」をつくるため，地域の学びを支える関係

者間のネットワークづくりを図り，連携のあり方について考えるフォーラムを開催しました。

【概 要】
□ 期 日 平成３０年１月３１日（水）１０：００から１６：００まで

□ 場 所 仙台市戦災復興記念館

□ 参加者 ６１名

□ 内 容

◇イントロダクション「宮城県の生涯学習が目指すもの」

◇パネルディスカッション「多様な主体の協働による『学びと実践の循環』の形成に向けて」

コーディネーター：(有)プランニング開代表取締役 新田新一郎氏

パネリスト ：日東イシダ株式会社代表取締役 鍋島孝敏氏

宮城教育大学学長付特任教授 野澤令照氏

(一社)ISHINOMAKI2.0代表理事 松村豪太氏

◇グループセッション「『学びと実践の循環』の仕組みづくり，関係機関の連携のあり方について」

◇ポスターセッション（活動状況を紹介するパネル等の展示） 参加：５団体
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３

第４１回全国高等学校総合文化祭（みやぎ総文 2017）第４回宮城県実行委員会を開催しました。

（担当課：全国高校総合文化祭推進室）

昨年夏に本県で初めて開催した「第４１回全国高等学校総合文化祭（みやぎ総文２０１７）」の

第４回宮城県実行委員会を開催し，事業報告，収支決算等が承認されました。

【概 要】

□ 期 日 平成３０年２月１４日（水）

１４：００から１６：００まで

□ 場 所 仙台ガーデンパレス ２階 鳳凰

□ 内 容 平成２９年度事業報告・収支報告

宮城県実行委員会の解散

□ 報 告 大会イメージソング等の今後の活用他

４

平成２９年度全国高等学校総合体育大会（南東北インターハイ）宮城県実行委員会第４回

総会を開催しました。 （ 担当課：全国高校総体推進室 ）

南東北三県（山形県・宮城県・福島県）において開催された全国高等学校総合体育大会の事

業報告等を行うため，宮城県実行委員会第４回総会を開催しました。
【概 要】

□ 期 日 平成３０年２月２０日（火）

１４：００から１４：５０まで

□ 場 所 宮城県行政庁舎２階 講堂

□ 出席者 県教育委員会，市町教育委員会，県高等学校体育連盟，

関係競技団体，学校関係団体，関係機関・団体

□ 内 容

◇報告事項 「はばたけ世界へ 南東北総体２０１７」結果概要

◇審議事項 ・平成２９年度事業報告及び収支決算

・宮城県実行委員会の解散

［髙橋仁実行委員会会長（教育長）］ ［三浦凜理生徒実行委員会委員長］

第４１回全国高等学校総合文化祭

◇南東北インターハイの概要

高校生スポーツ最大の祭典である全国高等学校総合体育大会（インターハイ）が平成２９年７月２８日（金）から

８月２０日（日）を主会期に，山形・宮城・福島の南東北三県において開催され，予定どおり全競技が無事終了しま

した。

宮城県では，７月２８日から開催されたサッカー，女子バレーボールを皮切りに，８月２０日まで１１競技

(１３種目）において熱戦が繰り広げられました。

本県選手団の活躍を始め，県内の多くの高校生が運営に携わり，大会を盛り上げてくれました。

















共に学ぶ教育推進モデル事業 第 1期成果報告書の概要について

＜実施概要及び成果と課題＞

特別支援教育室

共に学ぶ教育推進モデル事業第Ⅰ期（H27～29 年度）の実践を，成果報告書としてまとめるとともに，

特別教育支援室のホームページにも掲載した。（URL：http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/tokusi/）

１ 目的（「共に学ぶ教育推進モデル事業」の目的より）

障害のある（特別な支援を要する）児童生徒が地域の学校に在籍し，障害のない児童生徒と「共

に学ぶ」場合に必要な教育方法や校内体制の確立に向けた支援を行うとともに，事業により得られ

た個々の教育的ニーズに応じた「個別の指導計画」等を活用した具体的支援の実践例の集積を図る。

２ 方法：モデル校への専門家派遣

大学教授，心理士，特別支援学校特別支援教育コーディネーター，教育委員会指導主事等が，モ

デル校に年間３回程度訪問し，特別な教育的ニーズのある対象児童生徒への指導や校内体制等につ

いて，複数年継続して助言指導を行った。学校は専門家の支援を効果的に活用することで，主体的

に下の図の朱書きの内容について充実を図り，共に学ぶ教育を展開した。

図 モデル校実践イメージ（専門家の効果的な活用モデル図）

※ ：矢印の先は，平成２７～２９年度の事業において，専門家がモデル校に対して行った主

な支援内容

専
門
家

専門家

専門家

専門家
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３ 第Ⅰ期（平成２７～２９年度）の取組概要

下記９校，１エリア（３校）をモデル校に指定し，事業を行った。

地域 障害種 学年 所属学級

1 南三陸 自閉症 小３ 自閉症・情緒障害特別支援学級

2 登 米 肢体不自由 中２ 肢体不自由特別支援学級

3 東 部 肢体不自由 小４ 通常の学級

4 東 部 広汎性発達障害 中２ 通級による指導

5 仙 台 病弱 中１ 病弱特別支援学級

6 仙 台 自閉症 小５ 自閉症・情緒障害特別支援学級

7 大河原 自閉症 中２ 自閉症・情緒障害特別支援学級

8 大河原 自閉症 小３ 自閉症・情緒障害特別支援学級

9 大 崎 ＬＤ等 小６ 通級による指導

10 大 崎 ＬＤ等 小４ 通級による指導

11 大 崎 ＬＤ等 小６ 通級による指導

12 高等学校における特別支援教育の推進

４ 第Ⅰ期の成果と課題

○ 成果

個々の障害のある児童生徒への支援を中心に，個別の教育支援計画，個別の指導計画による指導内

容，指導方法が充実し，校内支援体制の在り方や合理的配慮の理解・啓発にも一定の効果がみられた。

事業に関わった専門家及び教員への事後のアンケートに回答した７８名のうち４０名以上が効果

があったと回答したものは，以下の項目である。

 対象児童の変容，成長がみられた。

 周囲の児童生徒の変容，成長がみられた。

 児童生徒の的確な実態把握ができた。

 合理的配慮が適切に提供できた。

 研修等によって教員の特別支援教育に関する専門性を高めることができた。

 個別の教育支援計画や個別の指導計画を作成，活用（PDCA）できた。

 個に応じた指導や学びの場の設定等，教育活動を充実させることができた。

○ 課題

 共に学ぶ教育推進モデル事業の成果を，障害のある児童生徒個人への支援から,通常の学級

に在籍し,障害のある児童生徒を取り巻く児童生徒の指導に広げていくこと。

 学校内の支援体制の整備を，幼・小・中・高の一貫した切れ目のない支援体制につなげて

いくこと。そのための市町村教育委員会の取組を支援すること。

 平成３０年度に開始される高等学校での通級指導の指導体制の充実を図り,高等学校の通級

指導の実践例を蓄積し，実践校の拡充を図ること。

 より広く理解・啓発を図るために，継続できる取組にしていくこと。



H29.3月末 H29.9月末 H29.10月末 H29.11月末 H29.12月末 H30.1月末 H30.2月末 前年同月
増減

(当月－前年
同月）

99.0% 51.2% 73.2% 87.7% 93.4% 95.4% 97.3% 96.7% 0.6%

99.0% 52.9% 75.3% 89.4% 94.9% 96.5% 98.1% 97.4% 0.7%

98.9% 48.8% 70.1% 85.2% 91.3% 93.9% 96.3% 95.7% 0.6%

99.2% － 77.2% － 91.5% － － － －

内訳

卒業者 19,979 19,853 19,843 19,828 19,812 19,807 19,780 19,996 -216

進学希望者 14,989 14,886 14,975 15,036 15,039 15,016 14,980 15,059 -79

臨時的仕事希望者 232 70 97 132 137 167 182 164 18

進路未定者 76 77 72 47 45 43 31 50 -19

就職希望者 4,682 4,820 4,699 4,613 4,591 4,581 4,587 4,723 -136

県内 3,800 3,950 3,836 3,733 3,706 3,694 3,695 3,849 -154

県外 882 870 863 880 885 887 892 874 18

職安・学校紹介 4,075 3,941 3,955 3,984 3,986 3,975 3,977 4,109 -132

縁故・自営 230 186 196 208 215 227 233 233 0

公務員 377 693 548 421 390 379 377 381 -4

就職内定者 4,633 2,468 3,438 4,045 4,288 4,372 4,465 4,566 -101

県内 3,753 1,890 2,699 3,218 3,430 3,500 3,582 3,698 -116

県外 880 578 739 827 858 872 883 868 15

職安・学校紹介 4,038 2,410 3,236 3,001 3,774 3,829 3,887 3,998 -111

縁故・自営 224 58 101 84 164 191 216 200 16

公務員 371 0 101 253 350 352 362 368 -6

就職未内定者 49 2,352 1,261 568 303 209 122 157 -35

57 3,775 813 478 230 80 83 114 -31

【概況】 ※（ ）内は前年同月
① 就職内定率 ： ９７．３％（96.7%）

② 進路希望の割合状況： 進 学 ７５．７％（75.3%） 就 職 ２３．２％（23.6%）

② 割合状況 ： 臨時的仕事 ０．９％（ 0.8%） 未 定 ０．２％（ 0.3%）

③ 就職希望者の割合 ： 県 内 ８０．６％（81.5%） 県 外 １９．４％（18.5%）

④ 県内外の内定率 ： 県 内 ９６．９％（96.1%) 県 外 ９９．０％（99.3%）

⑤ 内定者の割合 ： 県 内 ８０．２％（81.0%） 県 外 １９．８％（19.0%）

⑥ 学科別内定率

⑦地域別内定状況

⑧宮城労働局発表 県内求人倍率（１月末現在）（職安学校紹介のみ，ただし支援学校・通信制含む）

平成３０年３月高等学校卒業予定者の就職内定状況（２月末現在）

全国平均

内
訳

内
訳

内定率

月間受験者数

男子

女子

２４年３月卒 ２５年３月卒 ２６年３月卒 ２７年３月卒 ２８年３月卒 ２９年３月卒 ３０年３月卒

県内求人数 5,133 6,874 7,897 9,326 9,704 10,047 10,957
県内求職者数 3,043 3,510 3,549 3,437 3,494 3,405 3,279
求人倍率 1.69 1.96 2.23 2.71 2.78 2.95 3.34

学科別内定率 普通科 農業科 工業科 商業科 水産科 家庭科 福祉科 その他 総合学科

平成29年度 95.5% 99.5% 99.5% 98.4% 97.8% 91.3% 95.3% 100.0% 97.4%

平成28年度 95.6% 97.3% 99.5% 97.6% 92.8% 86.9% 91.3% 93.0% 96.8%

地域別内定率 仙台 大和 石巻 塩釜 古川 大河原 白石 築館 迫 気仙沼

平成29年度 95.8% 99.3% 96.5% 99.3% 98.1% 97.3% 100.0% 98.2% 100.0% 99.1%

平成28年度 95.6% 98.1% 95.8% 98.0% 97.8% 94.7% 99.6% 98.5% 98.9% 98.3%
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１ 大会概要

２ 参加状況

３ 成績概況

（１）総合成績

（２）直近５年間の本県の状況

（３）東北各県の状況

52得 点 156 139 140 140 51

宮 城 県
天皇杯

順 位 5 10 8 8 25 24

開催地

82 41 65 52

県
青 森 県 岩 手 県 秋 田 県 山 形 県 福 島 県

天皇杯

順 位 33 18 30 20 24

得 点 20

第７３回
ス ケ ー ト

栃 木 県
群 馬 県

40 80

14

顧 問 0

岩 手 県 長 野 県
山 梨 県

ｱ ｲ ｽ ﾎ ｯ ｹ ｰ 神奈川県
ス キ ー

回 数 第６９回 第７０回 第７１回 第７２回

山 形 県 新 潟 県

0

本部役員 4 4 6

男女総合（天皇杯） 女子総合（皇后杯）

２４位 ５２点 ２５位 ２０点

合 計 17 38 49 104

参加人員 10

選 手 8 32

監 督 5 2 3

参加競技数 1 1 1

0 0

3

（ ※今後開催予定 ）

冬 季 大 会
本 大 会 合 計

スケート アイスホッケー ス キ ー

開 催 地 山 梨 県 神奈川県 新 潟 県 福 井 県

開催期間

開始日 平成30年 1月28日（日） 平成30年 1月27日（土） 平成30年 2月25日（日） 平成30年 9月29日（土）

最終日 平成30年 2月 1日（木） 平成30年 2月 1日（木） 平成30年 2月28日（水）

資料配布（７）

第７３回国民体育大会冬季大会の結果について

冬 季 大 会
本 大 会

スケート アイスホッケー ス キ ー

平成30年10月 9日（火）










